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わたしたちの村（１０／１現在）

主 な 内 容ススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツのののののののののののののののののののの秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋スポーツの秋
１０月5日、好天に恵まれた、村内の４

地区では、運動会が行われました。

綱引き、リレーなど、選手の一生懸命

な姿に大きな声援が送られていまし

た。

●平成１4年度　決算の概要…２
●「第二回小さくても輝く自治体　　　

フォーラム」盛大に開催される…４
●介護保険料特別徴収（本算定）について …５
●情報化に係るアンケートの集計結果…６
●パソコンリサイクルが始まりました…９
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一般会計歳出39億2千万円 
前年比約10億円　　20％の大幅減 

～平成14年度決算の概要～ 

　

九
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
歳
入
総
額
四
十
億
八
百
六

十
四
万
円
（
前
年
比
九
億
二
千
百
六
十
七
万
円
、
十
八
・
七
％
の
減
）、
歳

出
総
額
三
十
九
億
二
千
百
七
十
三
万
円
（
前
年
比
九
億
七
千
四
百
九
十
四

万
円
、
十
九
・
九
％
の
減
）
と
、
前
年
比
大
幅
減
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
状
況
は
【
表
１
会
計
別
決
算
状
況
】
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
の
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税

は
十
八
億
五
千
六
百
九
十
万
円

（
前
年
比
一
億
八
千
三
百
三
十
七

万
円
、
九
・
〇
％
減
）
と
な
り
、

今
後
ま
す
ま
す
の
減
額
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
税
は
長
引
く
景
気
の

低
迷
等
に
よ
り
六
億
七
千
百
三
十

九
万
円
（
前
年
比
六
千
百
九
十
八

万
円
、
八
・
五
％
の
減
）
と
な
り
、

中
で
も
法
人
村
民
税
は
七
千
二
百

万
円
あ
ま
り
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
村
が
自
ら

徴
収
で
き
る
「
自
主
財
源
」
は
二

四
・
九
％
と
な
り
、
村
の
財
政
は

国
県
へ
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、

今
後
も
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と

す
る
国
の
施
策
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
（
主
な
事
業
は
別

表
の
と
お
り
）
を
性
質
別
に
見
ま

す
と
、
若
者
定
住
促
進
住
宅
等
の

大
型
事
業
や
道
路
改
良
等
が
完
了

し
た
た
め
、
投
資
的
経
費
は
七
億

七
千
三
百
五
十
八
万
円
（
前
年
比

七
億
五
千
四
百
四
十
万
円
の
減
）

と
、
前
年
の
約
半
分
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
件
費
の
う
ち
、
職
員

等
の
給
与
で
は
欠
員
不
補
充
、
時

間
外
勤
務
手
当
の
見
直
し
等
極
力

節
減
に
努
め
、
前
年
比
千
八
百
二

十
六
万
円
、
人
件
費
全
体
で
も
千

百
八
十
五
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
が
、
決
算
額
の
一
九
・
八
％

を
占
め
、
健
全
財
政
の
鍵
を
握
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
補
助
費
等

に
は
広
域
消
防
（
一
億
百
三
十
八

万
円
）、
西
部
衛
生
（
七
千
九
百

四
十
万
円
）、
広
域
特
養
（
千
七

百
八
十
六
万
円
）
等
、
経
常
的
で

多
額
な
負
担
金
が
含
ま
れ
て
お
り
、

財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
債
費
（
借
金
の
返
済
）
お
よ

び
農
業
構
造
改
善
等
の
土
地
改
良

資
金
の
返
済
金
に
つ
い
て
は
、
合

計
一
億
六
千
万
円
余
の
繰
上
償
還

を
行
い
後
年
度
の
財
政
負
担
軽
減

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

平成14年度会計別決算状況
（単位：千円）

再差引額
翌年度
繰越財源

差引額歳出総額歳入総額会　計　名

85,6971,21586,9123,921,7304,008,642一 般 会 計

71,9811,25073,2312,566,2672,639,498特 別 会 計

1,4911,49152,49353,984授 産 事 業

内　
　
　
　
　
　
　
　

訳

34,10334,103409,772443,875国保事業（事業勘定）

6206206,1536,773国保事業（直診勘定）

3,6363,636692,098695,734老 人 保 健 医 療

14,07914,079213,016227,095村 営 水 道 事 業

1,4771,47751,11152,588温 泉 事 業

0024,70524,705地域活性化施設事業

15,4161,25016,666736,450753,116下 水 道 事 業

1,1591,159380,469381,628介 護 保 険

157,6782,465160,1436,487,9976,648,140合 計

【表１】　

特
定
の
事
業
を
行
っ
た
り
、
特

定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充
て

た
り
す
る
と
き
は
、
特
別
会
計
で

経
理
し
ま
す
。
村
で
は
九
つ
の
特

別
会
計
が
あ
り
、
全
て
の
特
別
会

計
で
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
う
ち
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
の
合
計
が
約
四
億
円

と
な
り
、
今
後
も
平
成
二
十
三
年

一

般

会

計

特

別

会

計

の
全
村
水
洗
化
に
向
け
て
下
水
道

事
業
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
が
、
使

用
料
・
負
担
金
等
の
徴
収
状
況
や

料
金
設
定
に
よ
っ
て
は
繰
出
金
の

増
加
に
よ
る
財
政
の
圧
迫
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

特
別
会
計
を
含
め
た
村
全
体
の

起
債
残
高
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
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数字で見る財政事情
財政力指数
自前の財政指数
100に近いほど余裕

起債制限比率
まだ借金できるか
15％以上要注意

公債費比率
借金返済金の割合
10％以下が望ましい

経常収支比率
自由に使えない資金
65～75％が適正

25.9%8.0%14.7%77.0%阿 智 村 1 4 年 度

25.08.316.577.8阿 智 村 1 3 年 度

18.88.514.973.9下伊那平均（H13）

34.19.415.975.9長野県平均（H13）

29.79.416.076.0県内町村平均（H13）

【起債制限比率】
村の規模にふさわしい標準的な一般財源の
規模を標準財政規模といい、これに対する
公債費の割合をいう。現在借りている借金
が妥当な額かどうか判断する数値。

【財政力指数】
地方公共団体の財政力を示す指数で、100％
に近く、あるいは100％を越えるほど、財
政に余裕がある。

【経常収支比率】
財政構造の弾力性余裕を示す数値。比率が
低い方が自由に使える資金が多い。

【公債費比率】
公債費は借金の返済額であり、これが一般
財源に占める割合をいう。この指標は毎年
の償還金が村の財政を圧迫していないかを
示すもの。
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村債残高の状況 

す
。
起
債
残
高
の
ピ
ー
ク
（
平
成

十
三
年
、
九
十
九
億
五
千
八
百
五

十
三
万
円
）
は
越
え
て
お
り
ま
す

が
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

平
成
十
六
年
度
に
は
一
般
会
計
で

七
億
一
千
四
百
万
円
、
特
別
会
計

を
あ
わ
せ
る
と
約
十
一
億
円
の
償

還
額
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ピ
ー
ク
を
少
し
で
も
低

く
す
る
た
め
に
平
成
九
年
よ
り
借

り
入
れ
利
率
の
高
い
も
の
を
中
心

に
繰
上
償
還
を
行
い
（
六
ヶ
年
間

で
約
八
億
三
千
万
円
）、後
年
度
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
決
算
を
見
込
む
中
で
繰
上
償

還
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
数
字
で
見
る
財
政
事
情
」

の
と
お
り
、
や
や
高
め
の
経
常
収

支
比
率
、
多
額
の
起
債
残
高
で
は

あ
る
も
の
の
、
数
値
は
年
々
改
善

平成１４年度の主な事業
（単位：千円）

19,077役場庁舎耐震改修工事総務費

76,650中関高齢者生きがいセンター建設工事
民生費 12,584介護予防・生活支援事業

10,500駒場保育所トイレ水洗化工事
17,837水中運動教室

衛生費
18,000プール運営委託料
38,838県営中山間地域総合整備事業負担金

農林水
産業費

16,083中山間地域直接支払事業
30,009間伐等森林整備促進事業

7,203昼神公園整備事業商工費

158,515橋梁整備事業わいWai橋

土木費
50,233橋梁整備事業　園原橋（上、下部工）
15,540村道舗装事業　村道1-12号線（濃間）
13,377村道維持修繕事業（全村）

2,901中学生のホームステイ補助教育費

169,228災害復旧事業災 害
復旧費

平成14年度歳入決算状況 
自主財源　 9億9,661万円 
依存財源　30億1,203万円 

村　税 
6億7,139万円 
16.8%

使用料・手数料 
5,279万円 1.3%

繰越金 
3,364万円 0.8%

分担金・負担金 
6,841万円 1.7%

その他 
1億7,039万円 
4.3%

地方交付税地方交付税 
18億5,690万円万円 
46.3%

地方交付税 
18億5,690万円 
46.3%

村債村債 
4億1,480万円万円 
10.4%

　県支出金　県支出金 
3億9,850万円万円 
9.9%

村債 
4億1,480万円 
10.4%

　県支出金 
3億9,850万円 
9.9%

国庫支出金 
1億8,051万円 4.5%

その他 
1億6,132万円 4.0%

24.9% 
自主財源 

依存財源 
75.1%

物件費 
4億2,641.2 10.9％ 

補助費等 
　4億8,230.3 12.3％ 

物件費 
4億2,641.2 10.9％ 

補助費等 
　4億8,230.3 12.3％ 

平成14年度歳出決算状況 

公債費 
7億6,889.2 
19.6％ 

民生費 
6億2,563.9 
16.0％ 
　土木費 
5億6,254.8 
　14.3％ 

総務費 
4億4,667.5 11.4％ 

教育費 
3億6,325.1 9.3％ 

衛生費 
3億2,598.8 8.3％ 

農林水産業費 
2億7,982.1 7.1％ 
災害復旧費 
1億6,922.8 4.3％ 

その他 
3億7,968.8 9.7％ 

人件費 
7億7,697.5 
19.8％ 

扶助費 
1億1,368.3 2.9％ 

維持補修費 
1,684.9 0.4％ 

積立金 
1億5,615.8 4.0％ 

繰出金 
4億0,687.5 10.4％ 

普通建設事業費 
6億0,435.5 15.4％ 

災害復旧事業費 
1億6,922.8 4.3％ 

（単位：万円） 

公債費 
7億6,889.2 
19.6％ 

性質別 目的別 

投
資的
経費

経
常
的
経
費

義務
的

経
費

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
景
気
低
迷
の
続
く
経
済

情
勢
の
下
、
ま
た
、
国
の
「
三
位

一
体
の
改
革
」
に
お
け
る
交
付
税

の
動
向
も
不
透
明
な
状
況
の
中
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
を
基
本
に
、
皆
さ
ん
へ

の
情
報
を
公
開
し
な
が
ら
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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「「「「「「「「「「「「「「「「
第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二
回回回回回回回回回回回回回回回回
小小小小小小小小小小小小小小小小
ささささささささささささささささ
くくくくくくくくくくくくくくくく
てててててててててててててててて
もももももももももももももももも
輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝
くくくくくくくくくくくくくくくく
自自自自自自自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治治治治治治治
体体体体体体体体体体体体体体体体
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ララララララララララララララララ
ムムムムムムムムムムムムムムムム
」」」」」」」」」」」」」」」」

「
第
二
回
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛
大大大大大大大大大大大大大大大大
にににににににににににににににに
開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催
ささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるる
！！！！！！！！！！！！！！！！

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！

　

今
年
二
月
北
信
濃
の
栄
村
で
開

催
さ
れ
た
「
小
さ
く
て
も
輝
く
自

治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
第
二
回
目

が
、
九
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の

両
日
、
阿
智
村
の
中
央
公
民
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
回

目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
国
主
導
の
「
平
成
の

大
合
併
」
と
人
口
小
規
模
自
治
体

の
権
限
の
縮
小
、
さ
ら
に
は
そ
の

存
在
を
も
認
め
な
い
と
も
取
れ
る

国
の
政
策
を
や
め
、
小
規
模
自
治

体
の
自
治
的
な
発
展
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
今
回
は
、
政
府
の
強
制

的
な
合
併
方
策
に
追
随
す
る
こ
と

な
く
、
自
立
（
自
律
）
の
道
を
模

索
す
る
小
規
模
自
治
体
が
、
具
体

的
な
「
自
立
（
律
）」
プ
ラ
ン
を
検

討
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

全
国
二
十
二
市
町
村
長
の
呼
び

か
け
で
開
か
れ
た
集
会
は
、
北
は

北
海
道
道
東
の 
西
興
部
村 
か
ら
南

に
し
お
こ
っ
ぺ
む
ら

は
沖
縄
県
の
離
島
の 
伊  
江  
村 
ま
で
、

い 

え 
そ
ん

百
四
十
五
市
町
村
、
約
六
百
名
の

参
加
者
で
会
場
は
超
満
員
の
状
況

で
し
た
。
村
内
か
ら
も
四
十
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
二
日
間
熱
心
に

聴
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
岡
庭
村
長
が
歓
迎
あ

い
さ
つ
で
、
飯
田
下
伊
那
地
域
の

現
況
を
説
明
し
、「
自
立
を
め
ざ
す

小
規
模
市
町
村
が
、
知
恵
を
出
し

合
い
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
全
国
に

発
信
し
た
い
」
と
述
べ
た
の
に
続

い
て
、
研
究
者
と
現
場
の
自
治
体

か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

立
命
館
大
学
助
教
授
の
森　

裕

之
氏
、
高
知
大
学
助
教
授
の
平
岡

和
久
氏
の
報
告
で
は
、
政
府
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
削
減
が
、「
三
十

五
％
」
な
ど
と
い
っ
た
規
模
ま
で

流
布
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で

深
刻
な
事
態
に
な
ら
な
い
こ
と
が

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
お
お
む
ね
十
〜
二

十
％
に
落
ち
着
く
見
通
し
も
示
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
、
小
規
模
自
治

体
ほ
ど
地
方
交
付
税
の
段
階
補
正

の
見
直
し
の
影
響
は
深
刻
で
、
財

政
難
に
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
全
国
三
町
村
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
自
立
（
律
）
プ
ラ
ン
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
登

壇
し
た
郡
内
泰
阜
村
の
松
島
村
長

が
、
現
在
の
「
福
祉
の
村
」
を
存

続
さ
せ
る
た
め
の
プ
ラ
ン
を
発
表
。

「
行
政
が
ぎ
り
ぎ
り
の
削
減
を
行
っ

て
自
立
を
め
ざ
す
」
と
展
望
を
語

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
合
併
を
し
な

い
宣
言
」
を
し
て
い
る
福
島
県
矢

祭
町
の
根
本
町
長
は
、
現
在
の
無

理
な
市
町
村
合
併
を
批
判
し
、「
自

立
す
る
自
治
体
が
増
え
れ
ば
日
本

の
国
力
は
上
が
る
」
と
持
論
を
強

調
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
冒
頭
、
田
中
長
野

県
知
事
が
「
長
野
県
市
町
村
『
自

律
』
支
援
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
自
治
の
基
礎
は
、
小
さ
な

集
落
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
自
治

活
動
で
あ
っ
て
、
こ
の
活
動
が
市

町
村
の
活
力
に
な
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
支
援
す
る
の
が
県
の
仕
事

で
あ
る
。
そ
の
支
援
の
内
容
は
、

「
人
の
派
遣
」「
事
務
の
受
託
」
を

行
う
「
市
町
村
特
例
事
務
支
援
制

度
」
を
創
設
す
る
、
財
政
的
に
は
、

「
条
件
不
利
地
域
の
集
落
を
有
す
る

財
政
力
の
弱
い
市
町
村
に
対
す
る

財
政
支
援
」
を
行
う
、
と
い
う
二

つ
が
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

初
め
て
公
開
さ
れ
た
「
支
援
プ
ラ

ン
」
の
発
表
は
、
参
加
者
を
た
い

へ
ん
勇
気
づ
け
る
も
の
で
し
た
。

　

報
告
の
最
後
に
立
っ
た
京
都
大

学
大
学
院
教
授
の
岡
田
知
弘
氏
は

「
自
立
の
た
め
の
地
域
経
済
を
つ
く

る
」
と
題
し
て
「
自
立
す
る
た
め

に
は
税
収
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
税
収
を
増
や
す
に
は
地

域
経
済
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
高
齢
化
が
進
む
小
規
模

自
治
体
に
と
っ
て
、
お
年
寄
り
の

年
金
を
地
域
内
で
し
っ
か
り
使
っ

て
も
ら
う
方
が
、
工
場
誘
致
し
て

利
益
を
村
外（
東
京
な
ど
）に
持
っ

て
い
か
れ
る
よ
り
経
済
効
果
は
高

い
。
高
齢
化
社
会
で
は
、
福
祉
政

策
と
産
業
振
興
を
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

過
疎
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
い
ま

こ
の
考
え
方
に
沿
っ
て
地
域
の
産

業
構
造
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と

い
う
点
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
、「
小
規

模
自
治
体
の
切
捨
て
に
つ
な
が
る

段
階
補
正
や
交
付
税
の
財
源
保
障

機
能
縮
小
に
強
く
反
対
し
、
合
併

と
い
う
一
律
の
方
法
で
な
く
、
自

治
体
の
選
択
で
多
様
な
自
治
の
姿

を
選
択
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
構

築
に
向
け
て
、
引
き
続
き
連
携
を

強
め
な
が
ら
努
力
し
て
い
く
」
旨

の
ア
ピ
ー
ル
を
参
加
者
全
員
で
採

択
し
、
無
事
二
日
間
の
日
程
が
終

了
し
ま
し
た
。
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暫定期間は前年度２月の天引きと同じ額を納付していただくので、今

年度は後半が高額となりますが、来年度は前半が高額となります。１７

年度はまた後半が高額となります。（上図参照）

　平成14年の所得に基づき平成15年度の住民税が決定しました。それにともない個人毎の介護保険

料年額が決定しました。4月の広報誌でもお知らせしましたとおり、平成15年度から平成17年度の介

護保険料は

　基準額　39,500円（年額）　です。この基準額を基に所得等に応じ各個人の方の

介護保険料年額が決定しました。

　特別徴収（年金からの天引き）については、年額を6回に分け納付していただくことになります。

4月、6月、8月は暫定期（本年度の住民税が決定するまでの期間）として昨年度2月の納付額を引き

続き納めていただき、10月、12月、2月は本算定期（本年度の住民税が決定し各個人の介護保険料が

決定）となり暫定期の納めていただいた額との差額を3で除した額（端数は10月に加算）で納付して

いただくこととなります。今年度から介護保険料の基準額が上がったため10月以降の額が8月までの

額に比べ特に高額となります。

　被保険者の皆様におかれましては、天引きの額が均等にならずご迷惑をお掛けしますが、下記を

参考に今後の徴収についてご理解をお願いいたします。

 ★第3段階の方の標準的な例

年額　39,500円（前年度も第3段階で、15年2月の年金から天引き額　4,600円）
� ���������������������

（本算定期間）○平成15年度（暫定期間）○平成14年度

年　額２月年金12月年金10月年金８月年金６月年金４月年金15年２月年金

39,500円8,500円8,500円8,700円4,600円4,600円4,600円4,600円

平成15年度 平成16年度 平成17年度 

4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月 

4,6004,600 4,6004,6004,6004,800

8,700 8,7008,500 8,500

4,800

8,700 8,7008,500 8,500
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情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化にににににににににににににににににににににににににににににににに係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトのののののののののののののののののののののののののののののののの集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
村内の全世帯に「情報化に係るアンケート」をお願いし、住民の方の生活スタイル、好み、意見・要望等を確認さ
せていただきました。 
ご協力ありがとうございました。 
以下にアンケート結果の主なものについてまとめました。なお、アンケートの回収数は886で、回収率は約49％です。

3434

0 50 100 150 200 250

村議会　 
村の予算決算　 
村の総合計画　 

住民票や各種証明書の情報　 
出生、死亡等の届出に関する情報　 
福祉サービスに関する情報　 

防災、防犯等の情報　 
村の施設の案内等　 
村内のイベント情報　 
医療等に関する情報　 
保健に関する情報　 
医療費等の情報　 
図書室の情報　 
村営住宅の情報　 

村内の学校に関する情報　 
育児や家事に関する情報　 

生涯学習情報　 
ボランティア活動等の情報　 

商店等の買い物情報　 
仕事の専門知識の情報　 
求人、求職等の情報　 

周辺市町村等のイベント情報　 
公共料金に関する情報　 

気象情報　 
県に関する情報　 

その他　 
特になし　 

6363
114114

5252
5555

3636
9595
7373

9292
129129

121121
7878

4343
113113

3333
204 
 
204 
 

6161
126126

8686
143143

101101
163163

3737
5959

178178
130130
142142

9595
6666
6060

147147

3636
1414
4343

219219
157157

299299
117117

4646

携帯電話　 
通信機能付き携帯情報端末　 

衛星放送（BS）　 
　衛星放送（CS）　 

ケーブルテレビ（CATV）　 
家庭用通信カラオケシステム　 
通信機能付家庭用ゲーム機　 
ワープロ（通信機能付き）　 
パソコン（通信機能付き）　 
カーナビゲーション　 

FAX（ファクシミリ）　 

その他　 

0 50 100 150 200 250 300

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550

422 
 
422 
 170 

 
170 
 241 

 
241 
 353 

 
353 
 

84 
 
84 
 5656

527 
 
527 
 147 

 
147 
 176 

 
176 
 

57 
 
57 
 

49 
 
49 
 

スポーツ　 
行楽・散策　 

新聞・雑誌・本　 
　映画・コンサート　 
けいこ事・習い事　 

趣味のサークル活動　 
ボランティア活動　 

テレビ・ラジオ・ビデオ鑑賞　 
パソコン・インターネット　 

その他　 

買い物　 

○入手しづらい情報 

　顕著に入手しづらい情報は見受けらません

が、「村議会に関する情報」が142（16％）や

「村の予算決算に関する情報」が130（15％）、

総合計画に関する情報が178（20％）、村の公

共施設の案内、利用等に関する情報が143（16％）

でこれらの情報が不足しているという結果が

出ました。 

　他には「高齢者や身体障害者の福祉サービ

スに関する情報」が163（18％）、「診療案内や

救急医療等に関する情報」が126（14％）、「求

人、求職等の情報」が129（15％）と入手しづ

らいという結果がでました。

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650

広報あち　 
防災無線　 
組内回覧　 

電話での問い合わせ　 
　書籍　 

新聞や雑誌　 
商店や施設のチラシ　 

テレビやラジオ　 
FAXサービス　 

インターネット　 
携帯電話（iモードなど）　 

口コミ　 
その他　 34 

 
34 
 

174 
 
174 
 

80 
 
80 
 

178 
 
178 
 

26 
 
26 
 

175 
 
175 
 586 

 
586 
 

623 
 
623 
 

129 
 
129 
 

37 
 
37 
 

398398
334 
 
334 
 

415415

○必要な情報の入手方法 

　必要な情報の入手方法は、「新聞や雑誌」が623（70％）で最も
多く、次いで「テレビやラジオ」が586（66％）、「広報あち」が415
（47％）、 「組内回覧」が398（45％）、「防災無線」が334（38％）の順
でした。

□使っている　　　　　　　　401

□使っていない　　　　　　　436

○余暇の過ごし方 

　一番多いのは「テレビ・ラジオ・ビデオ鑑賞」で527（59％）、
ついで「買い物」が422（48％）、「新聞・雑誌・本」が353（40％）
の順でした。この３つで問１の全回答数2,282の約６割を占めてい
ます。

問２　必要な情報はどこから入手していますか？ 問１　余暇はどのように過ごされていますか？

問３　どのような情報が入手しづらいですか？

問４　欲しい又は使ってみたい情報機器は？

問５　あなたは現在パソコンを使っています
か。　　（ときどき使うことも含めて）

○欲しい又は使ってみたい情報機器 

欲しい又は使ってみたい情報機器は、ケーブルテレビが299

（34％）、パソコンが219（25％）そして衛星（ＢＳ）放送が

147（17％）でした。この３つで問４の全回答数1,299の過半

数を占めています。
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0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

利用してない　 

自宅から電話（アナログ回線）　 

自宅から電話（ISDN回線）　 

自宅からADSL回線　 

自宅以外（職場や学校等）で利用　 

携帯電話でのサービスを利用　 

435

54 
 
56 
 

435

7878

99 
 
99 
 
95 
 
95 
 
54 
 
56 
 

○インターネットへの接続 

　インターネット利用者は382（43％）で、高速回線であるＡＤＳＬを
利用しているとの回答数は95（11％）でした。

0 50 100 150 200 250 300

各種様式が、公民館等で入手可　 

施設の予約が公民館等で可　 

図書室の貸出予約等が公民館等で可　 

村の情報が公民館等で入手可　 

観光情報を充実　 

役場内の情報化　 

多チャンネル放送サービス　 

高速インターネットサービス　 

その他　 

156

150

94

221

169

153

251

170

42

156

150

94

221

169

153

251

170

42

□満足している　　　　　97

□不満である　　　　　　99 

□どちらとも言えない　  129

　村では今後、住民の方の代表者からなる委員会、村議会等の場で、今回のアンケート結果等に基づき、情報化
への具体的な取組みについて検討して行く予定です。村民の皆さまには、住民説明会等を通じて、意見を求めて
いく予定ですので、引き続きご協力をお願いいたします。
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0 50 100 150 200 250 300 350 400

パソコン講習等の操作講習会　 

公民館等へパソコン等の設置　 

小中学校等へパソコン等の整備　 

その他　 

392392

170170

251251

69

392

170

251

69

○情報化を推進する上で必要なこと 

情報化を進めていくためには、住民の方向けのパソコ

ン講習等の操作講習会の実施が392（44％）、小中学校

など教育機関へのパソコン等の情報機器の整備が251

（28％）となり、この２つが重要であると考えている住

民の方が多いようです。

○今後、阿智村で必要だと思われるサービス 

「多チャンネル放送サービス（ＣＡＴＶ）を利用できるようにする」が251（28％）、「村

からのお知らせが自宅や公民館等で入手できる」が221（25％）、「高速インターネット

サービスを村内全地区で利用できるようにする」が170（19％）、「観光情報を充実させ、

より多くの観光客を村に誘客するようにする」が169（19％）、「各種申請様式が、自宅

や公民館等から入手できる」が156（18％）の順で要望が多いとの結果がでました。 

□通信速度　　　　　　　66

□通信料金　　　　　　　50

□その他　　　　　　　　21

問６　あなたはどのような方法で、インターネットへ接
続していますか。　

問７　あなたのインターネット環境の
満足度をおしえてください。

問９　問６でインターネットを利用していない
と答えられた方にお聞きします。

　　　なぜ利用されていないのですか。

問８　問７で不満であると答えた方
にお聞きします。 

　　　その理由は何ですか？

問１０　今後阿智村で必要だと思われるサービスはどれですか？

問11　情報化を推進する上で、あなたが必要だと思うものは何ですか？

0 50 100 150 200 250

69

91

69

91

必要としていない　 

接続する機器がない　 

通信費用が高い　 

利用方法がわからない　 

何に使ったらいいか不明　 

その他　 

現在利用につき検討中　 

216

117

74

21

78

216

117

74

21

78

○インターネット環境の満足度

インターネット利用者は382（43％）で、

その内インターネット環境に満足して

いるとの回答数は、97（11％）でした。



8Bulletin Achi

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内のののののののののののののののののののの有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣獣のののののののののののののののののののの被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて阿智村内の有害鳥獣の被害について
　村内における有害鳥獣の被害は、年々増加しており、山間地から農地、住宅地まで被害地域は拡大し
ています。
　阿智村では有害鳥獣対策としまして、農地をトタンなどで囲む防除事業と、猟友会の皆さんに鳥獣捕
獲による駆除をお願いしています。（表１）
　ここ数年はサルを群で見かける地域が増えており、住宅、農地付近で見かけるサルにつきましては、
（表２）を見て、サルの状態がレベル１～２に該当するようでしたらまだ奥山に送り返せるサルなので、
集落単位で、徹底的に追い払いましょう。サルの被害対策にはサルの行動範囲と群の見極めが大切です
ので、日々の観察を行いましょう。レベル３～４になると地域単位の対策が必要です。地域ごとに土木
農林課にご相談下さい。

（Ｈ15.９.17現在）（表１）年度別有害獣駆除状況一覧

15年度14年度13年度12年度11年度有害獣名

62頭80頭53頭26頭22頭イ ノ シ シ

9頭9頭19頭9頭13頭サ ル

（表２）長野県ニホンザル保護管理計画より抜粋

農林産物等の被害状況人 に 対 す る 反 応出 没 場 所
傾向

レベル

林縁部に自生するカキやクリを食
べる。

人の姿を見ると逃げる。
人家や農地に近い山林内で頻繁に
見かける。

レベル１
林縁部にあるホダ場のシイタケを
食べる。

林縁部に自生するカキやクリを食
べる。

人の姿を見ると逃げる。
数頭が、まれに収穫後の農地に
一時的に出没する。

レベル２
林縁部にあるホダ場のシイタケを
食べる。

造林木の食害をおこす。

主に畦の草木類や落ち穂を食べ
る。

人の姿を見ても逃げない場合があ
る。

群全体が、農地に季節的に出没す
る。

レベル３

庭先のカキなどの果物を食べる。
人や車を見ても、追い払わない限
り逃げない。 

数頭が、まれに人家の庭先にも出
没する。 

 果樹、野菜、稲などの農作物を
食べる。

人を威嚇する行動を見せる。

 群全体が、農地にほとんど通年
出没する。

レベル４ 人の肩などに乗り、持ち物を奪う。

かみついたりひっかくなど人身被
害をおこす。

人家に侵入する。

　

村
で
は
全
村
水
洗
化
を
め
ざ
し

て
、
本
年
度
に
浄
化
槽
区
域
に
お

い
て
合
併
処
理
浄
化
槽
三
十
基
の

設
置
を
目
標
に
し
て
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

該
当
区
域
で
今
年
度
に
浄
化
槽

設
置
の
予
定
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

役
場
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

浄
化
槽
区
域
の
合
併
処
理
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
四
十
万
円
の
負

担
で
設
置
で
き
ま
す
。（
駐
車
場
仕

様
等
特
殊
な
も
の
を
除
く
）

　

環
境
の
保
全
と
快
適
な
生
活
環

境
を
め
ざ
し
て
、
早
期
の
設
置
に

つ
い
て
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

環
境
水
道
課　

環
境
保
全
係

　

電
話　

四
三－

二
二
二
〇

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
つ
い
て
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P Cリサイクル主要メーカー
受付電話番号ホームページアドレス社名受付電話番号ホームページアドレス社名

LCDディス
プレイ体型
パソコン

LCDデイ
スプレイ

CRTデイス
プレイ体型
パソコン

CRTデイ
スプレイ

ノ ー ト
ブックパ
ソコン

デスクトッ
プパソコ
ン本体

回収・
再資源化
費用

LCDディス
プレイ体型
パソコン

LCDデイ
スプレイ

CRTデイス
プレイ体型
パソコン

CRTデイ
スプレイ

ノ ー ト
ブックパ
ソコン

デスクトッ
プパソコ
ン本体

回収・
再資源化
費用

045-330-2229http://www.sotec.co.j p/recycle/ソ ーテッ
ク

0120-977-121http://121ware.com/support/
日 本電気

3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円3,000円3,000円4,000円4,000円3,000円3,000円

025-523-9207http://www. i i yama.co. j p
イ ーヤマ

03-5715-3140http://azby.fmworld.net/recycle/
富 士 通

3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円3,000円3,000円4,000円4,000円3,000円3,000円

0120-545-066http://www.epson.co.j p/ecologey/i ndex. h t m lセ イコー
エプソン

043-303-0200http://dynabook.com/pc/eco/recycle.htm
東 芝

3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円3,000円3,000円4,000円4,000円3,000円3,000円

03-5821-2778http://www. pc-eco.j p
ナ ナ オ

0570-000-369http://www.sony.co.jp/pcrecycle/
ソ ニ ー

－3,000円－4,000円－－3,000円3,000円4,000円4,000円3,000円3,000円

055-273-3678http://www.cas i o.co. j p/
カシオ計算機

0120-12-5006http://www.hitachi.co.jp/pc-recycle/日 立製作
所 3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円

03-3553-3782http://www.apple.co.j p/hotnews/i ndex. htm lア ッ プ ル
コンピューター

0120-559-592http://www.i bm.com/j p/pc/serv i ce/recycle/perso nal.h t m l日本アイ・
ビー・エム 3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円

03-5821-2778http://www. pc-eco.j p
日本サムソン

0120-87-3029http://panasonic.biz/pc/recycle/i ndex.htm l
松下電器産業

－3000円－4,000円3,000円－3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円

03-5821-2778http://www. pc-eco.j p
東京特殊電線

0120-019-038http:/ /www.icm-cs.j p/f i le/pc_recycle.htm lアイシーエム
カスタマー
サ ー ビ ス －3,000円－4,000円－－3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円

0120-35-3434http:/ /www. s a n yo.co.j p/env i ron m e n t /pc_recyc l e. h t m
三 洋電機

044-556-4298http:/ /www.de l l.com/j pデ ル コ ン
ピューター 3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円－3000円－4,000円3,000円3,000円

03-3588-1108http://www. l g .japan.com/L G 電 子
ジャパン

03-5821-2778http://www. pc-eco.j p三 菱 電 機
イ ン フ ォ
メーション －3000円－4,000円－－3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円

046-278-1940http://www.j vc-v i ctor.co. j p/i nter l i nk/xp/i n dex. h t m l日 本
ビクター

03-5821-2778http://www. pc-eco.j pＮＥＣ三菱電
機ビジュアル
システムズ －－－－3,000円－－3000円－4,000円－－

（消費税別・1台当たり）※　家庭用パソコン回収・再資源化料金は、
　　平成15年９月１日現在公表されたものです。

0120-845-530http:/ /www.sharp.co.j p/co r porate/eco/recycle/pc/i ndex. h t m l
シ ャープ

3,000円3000円4,000円4,000円3,000円3,000円

詳細については、JEITA（電子情報技術産業協会）http://www.pc3r.jp　にアクセスするか、役場環境水道課（43-2220）までお問い合わせください。

平成15年10月1日から 
　　　　　　　　　　　　　　 が始まりました 
平成15年10月1日から 
　　　　　　　　　　　　　　 が始まりました パソコンリサイクル パソコンリサイクル パソコンリサイクル パソコンリサイクル 

　「資源有効利用促進法」に基づいた

“ＰＣ（パソコン）リサイクル”が10

月１日から始まりました。家庭で不

要になったパソコンは、再利用する

ために使用者が購入したメーカーに

申し込み、メーカーが責任もって回

収・資源化を行います。なお、販売

店・郵便局に申し込むことはできませ

ん。

　今後デスクトップパソコン（本体）、

ノートパソコン、ＣＲＴディスプレ

イ、液晶ディスプレイは、粗大ごみと

して回収を行いませんので、必ず

メーカーに申し込んで、再資源化を

お願いします。ＰＣリサイクル参加

の主なメーカーを掲載しましたので

参考にしてください。

※ＰＣリサイクルマークがついた製品は、購入時に回収・再資源化費用を負担していますので、新たな費用負担なしに回収・再資源
化がされます。ＰＣリサイクルマークがついていない製品はメーカーが指定する方法で費用負担をお願いします。なお、排出の際
は、郵便小包として配送しますので、デスクトップパソコン（本体）とディスプレイは別々に梱包して下さい。

パソコンを簡易
梱包し、伝票を
貼付します。 

パソコンが不要になったら、
メーカーに回収を申し込みま
す。その際、PCリサイクルマ
ークのない製品は費用をご負
担頂きます。 

最寄りの郵便局に持ち
込むか、郵便局戸口回
収の依頼の連絡をしま
す。 
＊簡易郵便局を除きます 

●お客様の最寄りの郵便局に回収
を指示。お客様にエコゆうパッ
ク伝票を郵送します。 

●お客様が大切にしていたパソ
コンを、きちんと再資源化し
ます。 

●集めた使用済パソ
コンを再資源化セ
ンターに配送しま
す。 

回収申込 

お持ち込み 

エコゆうパック 
伝票 

戸口回収 

配送 

回収指示 

お確かめください。PCリサイクルマーク。 

●デスクトップ 
　パソコン（本体） 

●ご購入時の標準添付品（マウス、キーボード、スピーカー、ケーブルなど）も 
　一緒に回収します。マニュアル、CD-ROM、FDは含みません。 
●プリンタなどの周辺機器、ワープロ専用機、PDA（携帯情報端末）は 
　対象となりません。 

（対象となる機器） 

●ノート 
　パソコン 

●CRT 
　ディスプレイ 

●液晶 
　ディスプレイ 
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教
育
委
員
長
の
佐
々
木
毅
文
さ

ん
が
九
月
三
十
日
に
任
期
満
了
と

な
り
、
新
た
に
塚
田
紀
昭
さ
ん

（
上
町
一
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
一
日
の
臨
時
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に
熊

谷
克
彦
さ
ん
、
委
員
長
代
理
に
兼

子
達
運
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
村
の
重
点
施
策
「
健
康

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
、
各
自
が
必
要
な
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育
委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののののの

教
育
委
員
の

改改改改改改改改改改改改改改改改
選選選選選選選選選選選選選選選選
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて

　
　
　

改
選
に
つ
い
て新 教育委員長

熊谷克彦氏

新新新新新新新新新新新新新新新新
設設設設設設設設設設設設設設設設
スススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツ

新
設
ス
ポ
ー
ツ

文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化
クククククククククククククククク
ララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ
のののののののののののののののの

　

文
化
ク
ラ
ブ
の

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
称称称称称称称称称称称称称称称称
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集

　
　
　
　
　

愛
称
募
集

＊中央高速バス飯田新宿線が路線延長＊
昼神温泉発 → 阿智 → 新宿高速バスターミナル
　10：25 10：31 15：15
　11：25 11：31 16：15
新宿高速バスターミナル → 阿智 → 昼神温泉
　10：00 14：39 14：45
＊中央ライナー号（ＪＲバス）＊
中央道昼神温泉発（阿智ＰＡ内） → 新宿駅（新南口）
　 ７：36 → 11：36
　12：18 → 16：18
　14：33 → 18：33
　18：18 → 22：18
新宿駅発（新南口） → 中央道昼神温泉（阿智ＰＡ内）
　 ７：20 → 11：20
　10：40 → 15：00
　12：30 → 16：30
　15：50 → 19：50
　中央ライナー号は昼神温泉ガイドセンターで予約できます。

新 教育委員

塚田紀昭氏

ま
す
。

　

平
成
十
六
年
四
月
設
立
を
目
指

し
、
設
立
準
備
委
員
会
で
は
新
設

ク
ラ
ブ
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

平
成
十
五
年
十
月
二
十
日
�
か

ら
十
一
月
十
二
日
�
ま
で

○
阿
智
村
中
央
公
民
館
窓
口
設

置
の
応
募
用
紙
、
ま
た
は
電

話
に
よ
る
応
募
も
可
。

●
そ
の
他

　

採
用
者
に
は
湯
っ
た
り
ー
な
昼

神
の
利
用
券
（
十
回
分
）
を
贈

呈
し
ま
す
。

●
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
智
村
中
央
公
民
館

　
　
　
　
（
�
四
三－

二
〇
六
一
）

文
化
系
・
運
動
系
の
両
面
を
ク
ラ

ブ
メ
ニ
ュ
ー
に
し
た
新
し
い
ク
ラ

ブ
の
設
立
と
な
り
ま
す
。

親
し
み
の
持
て
る
よ
う
な
愛
称
の

ご
応
募
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

東
京
へ
行
く
に
は
中
央
道
高
速

バ
ス
の
利
用
が
便
利
で
す
が
、
こ

の
高
速
バ
ス
が
益
々
便
利
に
な
り

ま
し
た
。
観
光
、帰
省
、

仕
事
等
に
御
利
用
く
だ

さ
い
。

東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京
へへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通
がががががががががががががががが

東
京
へ
の
交
通
が

便便便便便便便便便便便便便便便便
利利利利利利利利利利利利利利利利
にににににににににににににににに
なななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた

　
 
便
利
に
な
り
ま
し
た

　

村
の
四
次
総
合
計
画
で
は
、
観

光
を
柱
に
産
業
振
興
を
図
り
持
続

可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
観
光
の

中
心
で
あ
る
昼
神
温
泉
の
旅
館
な

ど
の
皆
さ
ん
か
ら
「
昼
神
温
泉
の

将
来
と
地
域
造
り
」
に
関
す
る
提

言
が
村
と
議
会
に
あ
り
ま
し
た
。
多

様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
の
中
で
官

民
一
体
と
な
っ
て
振
興
を
図
り
た

い
、
と
の
願
い
の
基
に
ア
ン
ケ
ー

ト
や
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
内
容
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て昼

神
温
泉
は
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
大
切
に　

各
旅
館
を
渡
り

廊
下
で
つ
な
げ
た
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
地

域
発
展
へ
の
思
い
を

共
有
し
て
、
訪
れ
る

み
な
さ
ん
に
癒
し
と

安
ら
ぎ
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
で
社
会
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

宣
言
で
は

私
達
は
二
十
一
世
紀

に
向
け
、社
会
構
造
、

環
境
整
備
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
適

応
し
た
魅
力
あ
る
温

泉
地
づ
く
り
を
ハ
ー

昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼
神神神神神神神神神神神神神神神神
温温温温温温温温温温温温温温温温
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
のののののののののののののののの
将将将将将将将将将将将将将将将将
来来来来来来来来来来来来来来来来
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて

昼
神
温
泉
の
将
来
に
つ
い
て

提提提提提提提提提提提提提提提提
言言言言言言言言言言言言言言言言
がががががががががががががががが
ささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた

  　

提
言
が
さ
れ
ま
し
た

　

土
木
事
業
を
柱
と
す
る
公
共
事

業
が
減
少
し
て
新
た
な
雇
用
機
会

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

起
業
に
熱
意
と
意
欲
の
あ
る
個
人
、

団
体
が
新
た
な
事
業
を
考
え
行
う

と
き
、
又
は
、
雇
用
の
創
出
が
見

込
ま
れ
る
事
業
の
推
進
を
進
め
ま

す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を

予
算
の
範
囲
内
で
支
援
し
ま
す
。

　

九
月
補
正
で
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

予
算
総
額
は
三
百
万
円
で
す
。

　

こ
の
窓
口
は
商
工
会
で
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ
い
。

チチチチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ジジジジジジジジジジジジジジジジ
起起起起起起起起起起起起起起起起
業業業業業業業業業業業業業業業業
支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援

チ
ャ
レ
ン
ジ
起
業
支
援

事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
がががががががががががががががが
創創創創創創創創創創創創創創創創
設設設設設設設設設設設設設設設設
ささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた

  
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
実
現

す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

夜
を
昼
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
神

様
の
温
泉
で
あ
り
「
よ
み
が
え

り
ど
こ
ろ
ひ
る
が
み
」
と
し
て

商
品
企
画
を
し
て
い
く
。

等
で
す
。
こ
の
提
言
を
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
く
か
。
阿
智
村
の

観
光
は
、
観
光
関
係
者
だ
け
で
な

く
村
全
体
の
こ
と
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

昼神発新宿行き　出発式
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ヤ

ナ

ギ

タ

デ

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿
智智智智智智智智智智
村村村村村村村村村村
のののののののののの
植植植植植植植植植植
物物物物物物物物物物

阿
智
村
の
植
物
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介
シシシシシシシシシシ
リリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズ
⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

介
シ
リ
ー
ズ
⑨

浅 
野 
一 
男

柳
蓼

　

十
月
、
秋
た
け
な
わ
。
湿
地
で

も
林
緑
で
も
、
畑
や
水
田
、
道
端

で
も
タ
デ
類
の
花
が
今
が
盛
り
と

咲
き
誇
っ
て
い
る
。
阿
智
村
に
自

生
す
る
タ
デ
類
（
タ
デ
科
イ
ヌ
タ

デ
属
）
は
、
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ

ミ
、
イ
シ
ミ
カ
ワ
、
イ
ヌ
タ
デ
、

オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
、
オ
オ
ネ
バ
リ
タ

デ
、
タ
ニ
ソ
バ
、
ナ
ガ
ボ
ハ
ナ
タ

デ
、
ネ
バ
リ
タ
デ
、
ハ
ナ
タ
デ
、

マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
、
ミ
ゾ
ソ

バ
、
ミ
ヤ
マ
タ
ニ
ソ
バ
、
ヤ
ナ
ギ

タ
デ
、
ヤ
ノ
ネ
グ
サ
、
ヤ
マ
ミ
ゾ

ソ
バ
の
十
五
種
類
で
あ
る
。

　

タ
デ
で
思
い
う
か
べ
る
の
は
刺

身
の
つ
ま
に
さ
れ
る
赤
い
若
芽
や

蓼
酢
で
あ
ろ
う
。
刺
身
の
つ
ま
の

若
芽
を
食
べ
て
、「
う
わ
っ
、
辛

い
」
と
い
う
思
い
を
し
た
人
も
多

か
ろ
う
。
ま
た
、「
蓼
食
う
虫
も

好
き
ず
き
」
と
い
う
諺
を
知
る
人

も
多
い
に
違
い
な
い
。「
辛
い
蓼

を
食
う
虫
も
あ
る
よ
う
に
、
人
の

好
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
」（
広

辞
苑
）
と
い
う
の
が
こ
の
諺
の
真

意
だ
が
、
前
記
す
べ
て
の
タ
デ
が

辛
い
わ
け
で
は
な
い
。
辛
い
の
は

茎
と
葉
だ
か
ら
、
タ
デ
類
を
見
た

ら
噛
ん
で
み
る
と
よ
い
。

　

植
物
の
和
名
に
イ
ヌ
、
ネ
コ
、

ウ
シ
、
ク
マ
、
ウ
マ
、
ヘ
ビ
な
ど

動
物
の
名
前
が
つ
い
て
い
た
ら
、

人
間
に
役
立
つ
植
物
が
別
に
あ
っ

て
、
こ
れ
は
役
立
た
ず
の
偽
物
だ

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
。
例
え
ば
イ
ヌ
ツ

ゲ
（
方
言
名
ビ
ン
カ
。
モ
チ
ノ
キ

科
）
は
櫛
を
作
る
ツ
ゲ
（
ツ
ゲ
科
）

に
似
て
非
な
る
も
の
と
い
う
わ
け

で
「
イ
ヌ
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
従
っ
て
イ
ヌ
タ
デ
と

オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
は
辛
く
な
い
し
、

食
用
に
も
な
ら
な
い
と
理
解
で
き

る
し
、
実
際
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　

辛
い
タ
デ
は
次
の
特
徴
を
持
っ

て
い
る
か
ら
、
探
し
て
み
る
と
よ

い
。

一
・
茎
は
下
向
き
の
剌
が
な
く
、

平
滑
で
あ
る
。

二
・
葉
は
披
針
形
で
両
端
が
と
が

り
、
長
さ
五
〜
十
㎝
、
幅
一
〜

二
㎝
、
日
に
す
か
す
と
透
明
な

腺
点
が
よ
く
見
え
る
。

三
・
托
葉
鞘
は
筒
状
で
、
縁
に
三

㎜
ほ
ど
の
毛
が
生
え
て
い
る
。

四
・
花
は
ま
ば
ら
な
総
状
花
序
に

つ
く
。

五
・
花
被
（
俗
に
い
う
花
び
ら
）

は
緑
白
色
で
先
の
方
が
赤
く
、

四
〜
五
裂
し
、小
腺
点
が
多
い
。

　

一
〜
五
に
該
当
す
る
植
物
に
出

会
っ
た
ら
、
茎
や
葉
を
噛
ん
で
み

よ
う
。
辛
け
れ
ば
刺
身
の
つ
ま
や

蓼
酢
に
使
う
タ
デ
で
あ
り
、
諺
で

い
わ
れ
た
タ
デ
で
あ
る
。
そ
の
和

名
は
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
（
柳
蓼
）、
葉

の
形
を
ヤ
ナ
ギ
の
葉
に
擬
し
た
名
。

こ
れ
こ
そ
蓼
中
の
蓼
、
本
物
の
蓼

だ
と
い
う
意
味
で
マ
タ
デ（
真
蓼
）

と
も
呼
ば
れ
る
。

ナヤギタデ

　

最
近
、
あ
る
日
本
人
の
知
り

合
い
の
方
か
ら
次
の
よ
う
な
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
同
感
し
ま
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
語

や
タ
ガ
ロ
グ
語
を
話
す
の
は
恥

ず
か
し
い
か
ら
、
友
達
の
前
で

は
話
さ
な
い
で
」
と
言
っ
て
い

る
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
言
わ
れ
た
お
母
さ
ん
は
、
本

当
に
寂
し
そ
う
で
し
た
。
こ
れ

が
英
語
だ
っ
た
ら
、
そ
う
い
う

こ
と
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

日
本
の
中
の
、
そ
う
い
う
文

化
を
格
付
け
す
る
雰
囲
気
を
見

事
に
反
映
し
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

私
も
、
こ
の
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

つ
い
先
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

母
親
の
方
か
ら
も
こ
ん
な
話
を

聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
、「
お

母
さ
ん
、
人
前
で
タ
ガ
ロ
グ
語

を
話
さ
な
い
で
、
私
恥
ず
か
し

い
か
ら
」
と
、
言
う
の
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
子
ど
も
は
、
日
本

で
生
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
言

葉
も
考
え
方
も
す
っ
か
り
日
本

人
で
す
。
彼
を
非
難
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？

　

私
の
友
人
は
、「
文
化
を
格

付
け
す
る
雰
囲
気
」
と
表
現
し

て
く
れ
ま
し
た
。
正
に
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
。

　

人
種
や
言
語
や
文
化
に
「
格

付
け
」
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
国
の
言
葉

を
知
っ
て
、
そ
の
国
の
文
化
を

知
る
。
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
の
ず
か
ら
「
格
付
け
」
す
る

心
が
解
消
す
る
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
、
そ
の
ご
両
親

の
母
語
を
学
ぶ
機
会
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
母
さ
ん
話
さ
な
い
で

お
母
さ
ん 
話
さ
な
い
で

  
〜
文
化
を
格
付
け
す
る

　
　
　
　
　
　
　

雰
囲
気
〜

一
緒
に
考
え
て
下
さ
い

一
緒
に
考
え
て
下
さ
い 

一
緒
に
考
え
て
下
さ
い

一
緒
に
考
え
て
下
さ
い 

一
緒
に
考
え
て
下
さ
い 

― 

人
権
つ
う
し
ん
よ
り 

― 
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平
成
十
五
年
度
後
期

信
州
大
学
市
民
開
放
授
業

●
開
講
期
間 

　

後
期
開
講
科
目　

平
成
十
五
年
十

月
〜
平
成
十
六
年
二
月

●
開
講
場
所　
 

信
州
大
学　

高

等
教
育
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
及
び

各
学
部

●
募
集
定
員　

特
に
設
け
ま
せ
ん

が
、
受
講
者
数
の
関
係
で
受
講
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
受
講
料 

九
、二
〇
〇
円（
一
授
業
科
目
）（
一

部
異
な
る
授
業
も
あ
り
ま
す
。）

●
募
集
要
項
の
請
求
方
法

　

募
集
要
項
は
八
月
下
旬
か
ら
配

布
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

請
求
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
記
載
し
、
二
百
円
切
手
を

貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
形
２

号
封
筒：

三
十
三
×
二
十
四
�
）

を
同
封
し
て
、
左
記
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

募
集
要
項
は
、全
学
共
通
で
す
。

●
募
集
要
項
請
求
先
・
問
合
せ
先

担
当
係　

総
合
窓
口　

〇
二
六
三

－

三
五－

四
六
〇
〇
（
学
生
部
学

生
課
総
務
係
）
内
線
（
七
一
〇
五
）

住　

所　

〒
三
九
〇－

八
六
二
一

 

松
本
市
旭
三－

一－

一

※
募
集
要
項
（
開
放
授
業
科
目
一

覧
を
含
む
。）
に
つ
い
て
は
本

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

い
た
し
ま
す
。

U
R
L:http://w

w
w
.shinshũu.ac.jp/

 
 
          
 
 
                 

htm
l/koukaikouza/shim

in.htm
l

   
                  
      
 

雇
用
保
険
・
労
災
保
険

の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

十
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
十
月

を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

と
定
め
、
労
働
保
険
の
周
知
・
加

入
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と

労
災
保
険
の
総
称
で
す
が
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
場

合
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
国
の
保
険
制
度
で
す
。（
雇

用
保
険
は
一
部
適
用
除
外
が
あ
り

ま
す
。）

雇
用
保
険
で
は
…

　

失
業
し
た
場
合
の
生
活
の
安
定

と
再
就
職
の
た
め
の
給
付
、
高
年

齢
者
や
育
児
休
業
者
の
雇
用
継
続

の
た
め
の
給
付
及
び
失
業
の
予
防

の
た
め
の
援
助
の
ほ
か
、
労
働
者

の
能
力
開
発
・
向
上
の
た
め
の
給

付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
に
は
、
資
金
の

助
成
や
融
資
を
行
う
な
ど
企
業
の

発
展
と
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

労
災
保
険
で
は
…
…

　

労
働
者
の
業
務
上
や
通
勤
途
上

の
災
害
に
対
し
て
必
要
な
給
付
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、社
会
復
帰
の
促
進
な
ど
、

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
は
？

　

飯
田
公
共
職
業
安
定
所
・
飯
田

労
働
基
準
監
督
署
で
加
入
手
続
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
に
つ
い
て
、
事
業

主
に
代
わ
っ
て
事
務
処
理
を
行
う

国
の
許
可
を
受
け
た
「
労
働
保
険

事
務
組
合
」
等
へ
事
務
委
託
す
る

制
度
も
あ
り
、
次
の
よ
う
な
特
典

も
あ
っ
て
大
変
便
利
で
す
の
で
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

特
典
一　

労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
等
の
労
働
保
険
事
務
を
事

業
主
に
代
わ
っ
て
処
理
し
ま
す

の
で
事
務
の
手
間
が
省
け
ま
す
。

特
典
二　

労
働
保
険
料
の
額
に
か

か
わ
ら
ず
三
回
に
分
割
納
付
で

き
ま
す
。

特
典
三　

労
災
保
険
に
加
入
で
き

な
い
事
業
主
や
家
族
従
事
者
な

ど
も
、
労
災
保
険
に
特
別
加
入

で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

�
〇
二
六
五－

二
四－

八
六
〇
九

ま
た
は
飯
田
労
働
基
準
監
督
署

�
〇
二
六
五－

二
二－

二
六
三
五

へ

平成16年度　長野県飯田技術専門学校　学生募集案内

※定員に達しない場合は、募集期間を過ぎても募集いたします。

　詳しくは、飯田技術専門校までお問い合わせください。

　〒395－0823　飯田市松尾明7508－３（� 0265－22－1067）（� 0265－22－4015）

建築科（修学期間１年）自動車整備科（修学期間２年）ＮＣ機械科（修学期間１年）募　集　科　名

20名20名20名募 集 定 員

平成16年３月中学校卒業見込み

者及び中学校卒業以上の者又は再

就職希望者

平成１６年３月高等学校卒業

見込み者、高等学校卒業者又

は同等以上の者 

平成１６年３月高等学校卒業

見込み者、高等学校卒業者又

は同等以上の者

応 募 資 格

16年１月５日（月） ～

　１月20日（火）
15年10月31日（金）～11月14日（金）募 集 期 間

16年１月30日（金）15年11月25日（火）選 考 日

16年２月12日（木）15年12月４日（木）合 格 発 表
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自
動
車
税
の
納
税
は

と
て
も
便
利
な

口
座
振
替
で
ど
う
ぞ
！

　

口
座
振
替
は『
安
心
』『
確
実
』『
便

利
』
で
す
。

　

納
税
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
金

融
機
関
又
は
郵
便
局
並
び
に
地
方

事
務
所
の
窓
口
ま
で
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
は
簡
単
で
す
。
地
方
事
務
所

又
は
金
融
機
関
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
口
座
振
替
届
出
書
に
記
入
捺
印
さ

れ
て
窓
口
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
下
伊
那
地
方
事
務

所
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
。）

住
所：

飯
田
市
追
手
町
二
丁
目
六

七
八（
県
飯
田
合
同
庁
舎
３
階
）

�
〇
二
六
五－

五
三－

〇
四
〇
五

Ｅ
メ
ー
ル：

　

shim
ochi-zeim

u@
pref.nagano.jp

    
         
  
              

一
日
雇
用
均
等
室
を

開
催
し
ま
す
！

　

長
野
労
働
局
雇
用
均
等
室
で

は
、
県
内
の
公
共
職
業
安
定
所
に

職
員
を
派
遣
し
、
女
性
労
働
者
や

事
業
主
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
の
内
容

●
妊
娠
を
会
社
の
上
司
に
相
談
し
た

ら
辞
め
た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ
た

●
女
性
は
い
く
ら
一
生
懸
命
仕
事

を
し
て
も
昇
格
で
き
な
い

●
会
社
の
同
僚
か
ら
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た

●
出
産
後
育
児
休
業
を
取
り
た
い

が
、
会
社
に
規
則
が
な
い

な
ど
、
職
場
で
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
い

で
く
だ
さ
い
。

　

日
程
・
会
場
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
会
場

十
一
月
二
十
八
日
�

　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時 

　

伊
那
公
共
職
業
安
定
所

十
二
月
八
日
�

　

午
後
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　

飯
田
公
共
職
業
安
定
所

お
問
い
合
わ
せ
は
、
長
野
労
働
局

雇
用
均
等
室
（
�
〇
二
六－

二
二

七－

〇
一
二
五
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
た
め

の
業
界
退
職
金
制
度
で
す
。
全
国

ど
こ
で
も
！
事
業
主
が
か
わ
っ
て

も
退
職
金
は
通
算
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ　

平
成
十
五
年
十
月
一

日
か
ら
建
退
共
制
度
が
一
部
変
わ

り
ま
す

加
入
で
き
る
事
業
主：

建
設
業
を

営
む
方
な
ら
誰
で
も

対
象
と
な
る
労
働
者：

ほ
と
ん
ど

全
て
の
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金：

日
額
三
百
円
（
平
成
十
五

年
十
月
一
日
か
ら
三
百
十
円
）

掛
金
は
、全
額
事
業
主
負
担
で
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て

処
理
で
き
ま
す
。

建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

☆
申
込
手
続
は
簡
単
で
す
！
（
加

入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま

す
！

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一

部
を
補
助
し
ま
す
！

建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ

☆
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま

す
か
？

☆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
！

☆
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割

引
・
レ
ン
タ
カ
ー
割
引
等
の
提

携
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
建
退
共
長
野

県
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�
〇
二
六－

二
二
八－

七
二
〇
〇

勤
労
者
地
職
金
共
済
機
構

　

建
退
共
長
野
県
支
部　

建
退
共

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

退
職
金
の
試
算
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
五
年
十
月
一
日
よ
り
保

険
証
が
一
般
用
は
緑
色
、
退
職
者

用
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
一
部
を
除
き
既
に
郵
送
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
古
い
保
険
証

と
差
し
替
え
を
し
、
記
載
事
項
に

誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
古
い
保
険
証
は
間
違
い
を

防
ぐ
た
め
に
各
ご
家
庭
で
破
棄
し

て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　

・
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
や

薬
局
で
薬
を
処
方
し
て
頂
く
際
、

一
カ
月
に
一
回
は
必
ず
保
険
証

国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
し
た
！

犬
と
猫
の

引
き
取
り
に
つ
い
て

〜
手
数
料
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
〜

　

長
野
県
で
は
、

平
成
十
五
年
十

月
一
日
か
ら
飼
い

犬
と
飼
い
猫
の
引

き
取
り
に
係
る
手

数
料
を
下
記
の
表

の
と
お
り
と
し
ま

し
た
。
引
き
取
り

を
希
望
す
る
飼
い

主
の
方
は
、
飯
田

保
健
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
医
療
保
険
担
当
よ
り

お
願
い
で
す
〜

　

国
民
健
康
保
険
税
が
長
期
に

亘
り
未
納
の
世
帯
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
短
期
被
保
険
者
証
」

又
は
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
短

期
被
保
険
者
証
」
と
は
有
効
期

限
の
短
い
保
険
証
で
す
の
で
、

更
新
の
手
続
き
が
多
く
な
り
ま

す
。「
資
格
証
明
書
」で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
医
療

費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

し
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

2,000円１匹生後３ヶ月以上のもの

2,000円10匹まで生後３ヶ月未満のもの

の
提
示
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

老
人
保
健
法
の
該
当
の
方
は
、

医
療
受
給
者
証
の
提
示
も
お
願

い
し
ま
す
。

・
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
（
保

険
証
）
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
速
や
か
に
、
受
診
し
た
お
医

者
さ
ん
、
薬
局
に
連
絡
を
し
ま

し
ょ
う
。
国
民
健
康
保
険
を
取

得
す
る
方
、
喪
失
す
る
方
及
び

老
人
保
健
法
の
該
当
の
方
は
役

場
民
生
課
に
も
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

http://w
w
w
.alles.or.jp/̃kentail/
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　第三小学校で、秋の交通安全運動期間にあわせ

て、９月26日交通安全教室が行われました。

当日は、全校児童がドライバーへの安全運転のメッ

セージを綴った手紙と２学期になって育ててきた

日日草等の鉢植えを渡し、安全運転を呼びかけま

した。

村民登山

　阿智の夏まつり写真コンクールの審査会が９月22
日に行われ、最優秀賞に園原鶴男さん（栗矢）の作
品「火之道祭典」が選ばれました。（上の写真）
優秀賞に佐々木賢実さん（曽山）、井原義昭さん（栄
町）、加藤　伸さん（飯田市）。
佳作に筒井政美さん（喬木村）、米山賢昭さん（飯
田市）、代田武人さん（飯田市）、原　善彦さん（大
鹿）、増田　進さん（中関下）の作品がそれぞれ選
ばれました。

阿智の夏まつり写真コンクール

　10月２日､村から日本福祉大学（本部・愛知県

美浜町）に出向き､友好協力宣言に調印しました。

内容は､大学が村の政策立案に協力する､村は大学

生の研究教育活動を支援するなど､相互交流を深

める。また、宣言に基づき､村による「自治体推

薦枠」も設けられることになりました。

阿智村と日本福祉大学が
友好協力宣言に調印

　７月19日に村民登山が行われました。当日は小

雨の降るあいにくの天候でしたが、52名の参加者

は３つのコースに別れ、地元阿智村の日本百名山

の１つ「恵那山」と「富士見台」に登頂し、すが

すがしい汗を流しました。

第三小交通安全教室
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つぶやき 
保健師

さんの
 

　

十
月
か
ら
、後
期
の
水
中
運
動
教

室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

継
続
さ
れ
る
方
が
多
く
、
新
規

十
五
名
が
加
わ
り
、
九
教
室
二
百

四
十
人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

九
月
二
十
五
日
に
「
水
中
運
動

体
験
日
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は

じ
め
は
、
緊
張
し
て
い
た
人
も
、

体
験
が
終
わ
る
頃
に
は
、「
温
水
の

中
っ
て
気
持
ち
い
い
な
。」「
も
っ

と
難
し
い
こ
と
を
す
る
の
か
と
思
っ

て
い
た
よ
。」「
週
二
〜
三
回
以
上

で
き
な
い
か
。」な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
教
室
以
外
に
も
、
ケ
ガ

が
治
っ
た
後
や
、
手
術
後
、
健
診

後
に
、
医
師
と
相
談
し
て
水
中
歩

行
を
始
め
て
、
長
く
続
け
て
い
る

方
が
い
ま
す
。
陸
上
よ
り
無
理
な

く
動
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

体
や
仕
事
の
状
況
に
合
わ
せ
て

工
夫
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ

の
ご
ろ
水
中
運
動
の
相
談
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
実
感
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
に
プ
ー
ル
が
で
き

て
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
教
室
に

登
録
し
て
参
加
し
た
人
は
、
四
百

五
十
五
人
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
の
笑
い
声
か
ら
、
仲
間
と
楽
し

く
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

　

楽
し
み
の
中
味
は
何
で
し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
二
年
間
の
医
療
費
の

変
化
等
も
合
わ
せ
て
、
効
果
を
示

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
食
欲
の
秋
に

負
け
ず
、体
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

対　　象　　者事　　　　業月　　日

15年３月、６月生まれ４・７ヶ月健診１０月２１日

該当者ひよっこ教室　　２２日

14年２月～４月生まれ１歳半健診　　２４日

希望者ヘルス・スクリーニング　　２８日

希望者ヘルス・スクリーニング　　２９日

希望者ヘルス・スクリーニング　　３０日

該当者すくすく１１月１１日

15年４月、７月生まれ４・７ヶ月健診　　２５日

該当者ひよっこ教室　　２６日

該当者たんぽぽ教室　　　 　２８日 午前

12年８月～11月生まれ３歳児健診　　　 　２８日 午後

13年８月～９月生まれ２歳半健診１２月８日

該当者たんぽぽ教室　　９日

15年５月、８月生まれ４・７ヶ月健診　　１６日

該当者ひよっこ教室　　１７日

14年11月～15年１月生まれ10ヶ月健診　　１９日

希望者　該当者子ども広場　リハビリ教室毎週木曜日　午前　午後

該当者水中運動教室毎週水・木・金曜日

前立腺がん検診は……

　男性を対象とした血

液検査です。五十歳を

過ぎた頃からお勧めし

ます。ヘルス・スクリー

ニングの受付時に、受

診希望をお伝え下さい。

Ｃ型肝炎検査は……

　Ｃ型肝炎は感染しても自覚症状が

軽いことが多いため、感染しても知

らないでいると重症化することがあ

ります。村では今後四年間チェック

年齢を対象に受診を勧めていきま

す。一度受診されれば再受診の必要

はありません。

　

十
月
二
十
八
日
〜
三
十
日
の

ヘ
ル
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時

に
、
基
本
健
診
と
合
わ
せ
て
前

立
腺
が
ん
検
診
と
Ｃ
型
肝
炎
の

検
査
が
受
診
で
き
ま
す
。
い
ず

れ
も
自
己
負
担
は
六
百
円
（
村

補
助
は
千
二
百
九
十
円
）で
す
。

ヘ
ル
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
健

診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ

申
し
込
ん
で
い
な
い
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

 
お
知
ら
せ

保
健
計
画

保
健
計
画

※今年度のチェック年齢はＳ13、18、23、28、33、38年生まれです

水
中
運
動
で

水
中
運
動
で 若

返
り

若
返
り 

水
中
運
動
で

水
中
運
動
で 若

返
り

若
返
り 

水
中
運
動
で 若

返
り 
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平均年齢平均給料月額区　　　　　分

41歳２ヶ月316,210阿 智 村

一般行政職 43歳2ヶ月345,220長 野 県

41歳0ヶ月325,327国

◇職員給与費の状況（一般会計予算・一般職）
（単位：千円）

役場職員の給料などを公表します 役場職員の給料などを公表します 
◇定員の状況
　●部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

平　１５平　１４平　１３年　　　　度

前 年 比職 員 数前 年 比職 員 数前 年 比職 員 数
区分

部門

２２２議 会
一

般

行

政

部

門

△１13１14△１13総 務

１５４４税 務

０４△４４８農 林 水 産

１４３３商 工

△２３５５土 木

△３25△１28△２29民 生

６６６衛 生

△４62△４66△３70小 計

△２10△１12１13教 育特別行政

部 門 △２10△１12１13小 計

△６72△５78△２83普 通 会 計 計

△１１２２水 道公

営

企

業

等

会

計

部

門
３３３下 水 道

４４２４そ の 他

△１８９２９小 計

△７80△５87０92合 計

◇人件費の状況　　　　　　　（普通会計決算）

人件費（Ｂ）歳出総額（Ａ）
住民基本
台帳人口

区分

753,894千円4,027,059千円
（15.３.31現在）

6,046人
14年度

764,566千円5,039,221千円
（14.３.31現在）

6,051人
13年度

給 与 費
職員数区 分

計職員手当給 料

431,014146,188284,8267415年度

476,850166,453310,3978114年度

（注）人件費には特別職に支給される給与、報酬等を含みます。
（注）給与費は、当初予算に計上された額です。
※上記職員数は一般会計の職員数であり、特別会計の授産所（２
名）、水道（１名）、下水道（３名）計６名が計上されていない
ため、定員の状況の職員数合計とは一致しません。

◇職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（15年４月１日現在）

◇特別職の報酬等の状況　（15年４月１日現在）

＜ 報 酬 ＞＜ 給 料 ＞

260,000
（252,200）

議 長
727,000

（690,000）
村 長

190,000
（184,300）

副 議 長
639,000

（607,000）
助 役

170,000
（164,900）

常任委員長
625,000

（593,000）
収 入 役

160,000
（155,200）

議 員
543,000

（515,000）
教 育 長

（注）条例で定められた金額。
現在は期限付きの条例で減額された金額となっており村長、助役、
収入役、教育長は一律５％減額し（　）内の金額としています。
また、議員の皆さんも一律３％減額し（　）内の金額としています。
この他、一般職（課等の長）についても一部手当の減額を行っていま
す。
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男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
が

耳
慣
れ
て
き
て
久
し
く
、
家
庭
内

で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
徐
々

に
進
み
、
共
に
協
力
し
て
よ
り
よ

い
生
活
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る

関
係
が
深
ま
り
、
そ
の
変
化
は
地

域
社
会
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
祭

や
地
域
の
行
事
で
の
男
女
間
の
垣

根
は
低
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
地
域
の

意
志
決
定
の
場
で
は
ま
だ
ま
だ
女

性
の
意
見
が
足
り
ま
せ
ん
。
女
性

の
公
職
へ
の
参
加
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
村
の
審
議
会
委
員
等

に
も
多
く
任
命
さ
れ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
だ
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

公
民
館
長
、
自
治
会
長
等
自
分
達

が
か
か
わ
り
決
め
る
も
の
は
皆
無

に
等
し
い
。
こ
れ
は
何
を
物
語
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

を
妨
げ
る
慣
習
や
し
き
た
り
を
見

つ
め
直
す
必
要
と
、
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
、
自
分
の
所
属
す
る
地
域

に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と

す
る
意
識
を
一
人
ひ
と
り
が
も
つ

事
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　

村
の
第
四
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
で
村
づ
く
り
五
本
の
柱
の

中
に
男
女
共
同
参
画
推
進
が
盛
り

こ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
、
男
女
が
自
立

し
支
え
合
い
、
い
き
い
き
し
て
生

活
出
来
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
具
体
的
な
行
動
目
標
を
定
め

る
「
阿
智
村
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
が
是
非
ほ
し
い
も
の
で
す
。

男女共同参画南信地区地域フォーラムに参加

　９月６日に下諏訪町で開かれたフォーラムに、女団連の呼びかけで、少数
ではありましたが参加しました。約５００人が集まり「新しき明日の来たるを
信ず」と題し、岩尾光代先生の基調講演がされ、諏訪地方６市町村の首長
が、パネルディスカッションをし男女共同参画についての考えや施策を語り
ました。男女がお互いの特性と人権を尊重し、個性や能力が発揮でき、いき
いきと生きる社会の実現を願いつつフォーラムを終えました。
　村のコミュニケーター活動も残すところ半年となりましたが、男女共同参
画意識を多くの皆さんと共有したいと思います。

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

社
会
に
向
け
て

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
通
信
〜

〜 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
通
信 
〜

共
同
参
画
で

　
　
　

地
域
づ
く
り
を

井
原  
岩
江

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

　

平
成
九
年
九
月
一
日
か
ら
六
年
間
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
ま
し
た
下
平
の
水
上
晨
司
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
新
し
く
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
、
下
平
の
熊
谷
紀
夫
さ
ん
が
、
九
月
一
日
付
で
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
村
内
に
は
次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
　

田
中　

陽
吉
さ
ん
（
古
料
）

　
　

熊
谷
喜
代
彦
さ
ん
（
下
西
）

　

自
由
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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何
十
年
ぶ
り
に
村
民
登
山
の

み
な
さ
ん
と
恵
那
山
に
登
り
ま

し
た
。
広
河
原
か
ら
登
る
新

ル
ー
ト
を
森
林
局
の
今
村
さ
ん

が
先
頭
で
整
備
さ
れ
登
山
時
間

が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
百
名
山
に
指
定
さ
れ
て
い

る
恵
那
山
に
は
、近
年
全
国
各

地
か
ら
大
勢
の
登
山
者
が
訪
れ

て
お
り
ま
す
。
登
り
四
時
間
下

り
三
時
間
で
自
然
豊
か
な
郷
土

の
山
に
登
れ
ま
す
の
で
、み
な

さ
ん
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

挑
戦
と
い
え
ば
九
月
二
十

日
、二
十
一
日
と
石
川
県
へ
生

涯
野
球
大
会
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
六
十
歳
以
上
が
参
加
資

格
の
こ
の
野
球
大
会
に
、阿
智

村
チ
ー
ム
を
は
じ
め
甲
信
越
か

ら
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

我
が
チ
ー
ム
は
七
十
九
歳
の

エ
ー
ス
橋
上
先
生
を
中
心
に
し

た
軍
団
で
、三
試
合
そ
れ
ぞ
れ

善
戦
で
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は

今
ま
で
も
各
地
の
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
が
、喜
寿
を
超
え

た
エ
ー
ス
は
先
生
一
人
で
す
。

日
ご
ろ
の
摂
生
と
鍛
錬
が
生
涯

エ
ー
ス
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
時
代
の
お
手
本
と
し
た

い
も
の
で
す
。

　

今
年
の
敬
老
大
会
は
自
治
会

単
位
で
行
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
す
で
に
会
地
地

区
三
自
治
会
で
行
な
わ
れ
、地

区
を
あ
げ
て
の
楽
し
い
催
し
に

な
り
ま
し
た
。

踊
り
あ
り
歌
あ
り
で
顔
の
見
え

る
範
囲
の
敬
老
大
会
は
、地
域

の
連
帯
や
助
け
合
い
の
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

敬
老
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、障
害
を
持
つ
お

年
寄
り
を
介
護
さ
れ
て
い
る

方
々
の
親
身
な
介
護
に
、今
年

も
感
謝
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

全
国
か
ら
百
四
十
五
も
の
自

治
体
の
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

小
規
模
自
治
体
を
こ
の
国
か
ら

な
く
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
国

の
政
策
に
抗
し
て
、小
さ
く
て

も
輝
く
自
治
体
を
め
ざ
そ
う
と

す
る
人
々
の
集
会
で
し
た
。

　

合
併
問
題
も
大
詰
め
を
迎
え

て
い
ま
す
。
間
違
い
な
い
選
択

の
た
め
知
恵
を
絞
る
と
き
で

す
。　
（
一
）

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

読書の秋
年　金太郎


